












人工知能）などの
大な投資を呼び込み、大きな時代の転換期を迎えています。グローバル社会では、政治・

経済、金融に関わらず格差問題、環境問題などの社会課題までもがグローバルにネットワークされることで、これまでにない新たな⽂脈の事象が創
発される現象が私達の身近なところで起こっています。このような潮流は社会や私たちの生活や働き方を大きく変えています。

⽴の起源は ⽴は、イギリス人、ドイツ人、フランス人の 人のイエズス会士の努力
によるものです。我々の先人はそれぞれの社会のグローバル化の潮流を先取りし、大胆な挑戦をしてきた人達です。地域、国家を超え、新たな智の
ネットワークをつくることで、グローバル社会を切り開いてきたと言えます。現在の我々のグローバル社会は、いくつもの厳しい課題を突き付けら
れています。新型ウイルスによるパンデミック、保護主義による経済戦争、各地で止まない紛争とその犠牲、経済優先主義による格差社会、

生の方々に、様々なグローバル社会の課題を認識していただき、自分自身の可能性を感じ取り、イノベーティブなことに挑戦す
る機会とその方法を提供し「新たなグローバル社会を切り開くイノベ―ターの育成」を目指すものです。そのために授業では実在の社会課題や、企









目（全学共通科目）の目的は、日韓の学生が、出会いと対話と共通体験を通して他文化を理解し、めざす目標をともに探し、いっしょに歩んで
いくというところにあります。

大学・西江大学スポーツ・⽂化交流会）によって、西江大学と上智大学の学生が隣国理解、⽂化理解に
努め、両大学の交流を深める機会となってきました。本授業はこの経験を活かしながら、同じイエズス会系大学ならではの関係構築にも重点を置き
ます。学術協定校としてアジアの中で重要なパートナーとなる西江大学と、双方向の学術交流による連携強化を図ります。

大学各２０名に限定する理由は、イエズス会大学における”
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